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年
11

月
２
日
に
霧
島
市
で
行
わ

れ
た
地
方
大
会
を
皮
切
り
に
始

ま
っ
た
、
県
内
の
商
店
街
グ
ル
メ
の
頂

点
を
競
う
『
第
４
回
Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
ー
１
グ

ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
』
の
本
大
会
が
２
月

22

日
、
23

日
に
鹿
児
島
市
の
か
ご
し
ま

県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
前
広
場
で
開
催
さ

れ
、
約
３
万
人
が
来
場
し
ま
し
た
。
県

内
７
か
所
の
地
方
大
会
で
は
約
11

万
人

が
来
場
。
今
回
は
、
12

品
の
ご
当
地
グ

ル
メ
が
登
録
し
、
地
方
大
会
と
本
大
会

の
来
場
者
の
投
票
な
ど
で
グ
ラ
ン
プ
リ

を
決
め
る
と
い
う
仕
組
み
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
の
は
、
志
布

昨

志
中
央
商
店
街
の
『
天
然
鱧は

も

入
り
志
布

志
湾
三
昧
丼
』
で
、
今
回
、
初
参
戦
し

た
本
市
の
駅
前
通
り
商
店
街
の
『
あ
く

ね
華
の
あ
じ
め
し
』
が
、
５
位
に
入
賞

し
、
本
大
会
で
も
健
闘
し
ま
し
た
。

本
大
会
後
の
２
月
24

日
、
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
報
告
会
で

は
、「
出
品
し
た
料
理
を
、
市
内
の
飲

食
店
で
提
供
で
き
な
い
か
検
討
し
て
ほ

し
い
」「
店
ご
と
に
趣
向
を
こ
ら
し
た

料
理
を
出
し
て
み
て
は
」
と
い
う
意
見

が
出
さ
れ
、
今
後
、
検
討
し
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
あ
じ
め
し
は
、
め
ん
処
ふ
く

な
が
牛
ノ
浜
店
で
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

阿久根本町通り会

地
元
の
２
通
り
会
が
Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ-

１
グ
ル
メ

グ
ラ
ン
プ
リ
に
初
参
戦
し
、
大
健
闘
。

阿久根
タカエビ丼

三つ葉を混ぜ込み、タカ
エビの香りと食感を際立
たせ、殻ごとおいしく食
べられるタカエビのかき
揚げ丼です。右写真は、
本町のハモニカンで提供
予定の料理例。
タレは、タカエビの頭を
煮出したエキスに、オー
ガニックにこだわった調
味料を混ぜ合わせた、ほ
のかにエビの香り漂う秘
伝のタレです。トロリと
甘くて豊潤なタレが、タ
カエビの味を引き立てて
います。

2Akune



3 Akune

今月の題字

阿久根は、子どもからお年

寄りまで元気に過ごす、明る

いまちです。また、自然も豊

かでとても大好きです。

将来の夢は、まだ決まって

いませんが、人に頼らない優

しい人になりたいです。

ひと言

大お
お

田た

　
　
和

な
ご
み

さ
ん

大
川
中
２
年

阿久根漁港で水揚げされ
た真あじを、すぐ生け締
めにし、皮・骨なしの生
食用切り身を秘伝のタレ
に漬け込み、極上の甘み
を引き出した究極の一
杯。また、お好みで楽し
めるようにと、出汁を添
えて提供しました。
通常は左上写真のように
生食で提供しますが、Ｓ
－１では保健所の指導に
より、あじをゴマ油で炒
めました。

阿久根駅前通り会

あくね華の
あじめし

出汁

第４回商店街グルメＮｏ.1決定戦
Ｓｈｏｗ－１グルメグランプリ結果

順　　　位 出　　　品　　　名 所　　　属

グランプリ＆特別賞 天然鱧入り志布志湾三昧丼 志布志中央商店街

準 グ ラ ン プ リ 長島ど～ん鰤 長島町商工会

３　　　位 かのや黒豚カレープリモコ 鹿屋市商店街連合会

４　　　位 甑島アオサらーめん 薩摩川内市商工会

★　５　　　位 あくね華のあじめし 阿久根駅前通り商店街

６　　　位 温たまらん丼 指宿市商店街連合会

※提供：県商工労働水産部商工政策課。発表は上位入賞者のみ。

★５位入賞
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あ
く
ね
華
の
あ
じ
め
し 

売
上
げ

２
，
１
５
６
食

（
大
会
実
績
）

阿
久
根
タ
カ
エ
ビ
丼 

売
上
げ

２
，
２
９
５
食

（
大
会
実
績
）

大
会
に
は
、
通
り
会
だ
け
で
な
く
、

水
産
研
究
会
や
商
工
会
議
所
青
年
部
、

あ
く
ね
夢
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
と

協
力
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

今
回
が
初
参
加
と
は
い
え
、
阿
久
根

の
ご
当
地
グ
ル
メ
を
１
つ
だ
け
で
な
く
、

２
つ
も
出
せ
た
と
い
う
こ
と
は
、
阿
久

根
の
魅
力
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
大
勢
の

今
回
、
大
会
に
参
加
で
き
た
の
は
、

昨
年
、『
阿
久
根
は
な
＊
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
＊

華
ま
つ
り
』
を
開
催
で
き
た
と
い
う
こ

と
が
、
大
き
な
要
因
で
し
た
。
祭
り
が

成
功
し
た
こ
と
で
、「
も
う
１
回
や
っ

て
や
ろ
う
」と
い
う
空
気
が
出
て
き
て
、

参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

正
直
、
大
会
初
め
は
、
駅
前
通
り
会

と
は
ラ
イ
バ
ル
と
い
う
感
が
あ
り
、
何

お
客
さ
ん
が
訪
れ
て
い
た
こ

と
に
対
し
、
改
め
て
『
食
』

の
魅
力
の
高
さ
を
実
感
し
た

次
第
で
す
。

今
後
、
こ
の
活
動
を
機
に

自
分
た
ち
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
活
動
の
輪
が

広
が
っ
て
い
け
ば
い
い
な
と

と
思
っ
て
い
ま
す
。

と
な
く
け
ん
制
し
て
い
ま
し
た

が
、
一
緒
に
活
動
し
、
協
力
し

合
う
う
ち
に
打
ち
解
け
て
き
て
、

互
い
に
無
事
大
会
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
入
賞
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
得
ら
れ

た
も
の
は
大
き
か
っ
た
で
す
。

次
回
は
も
っ
と
研
究
し
て
、

も
う
一
回
挑
戦
し
た
い
で
す
。

○
実
行
委
員
長

濱
﨑
敬
史
さ
ん
の
お
話

○
本
町
通
り
会

上
堀　

博
さ
ん
の
お
話

駅前通り会 本町通り会Interview Interview

阿久根駅前通り会 （大会実績）

イ　ベ　ン　ト　名 開　催　日 食数（食）

伊佐市ふるさと祭り １１月　９日（土） ２００

土木フェスタ（鹿児島市） １１月１６日（土） １８５

鹿屋市　秋まつり歩行者天国 １１月２４日（日） ３１３

阿久根新鮮朝市
in Ｓｈｏｗ-1グルメグランプリ １月１２日（日） ５９３

出水市　本町通り商店街土曜祭り １月１８日（土） ３００

えびの市　京町二日市
２月　１日（土） ３５０

２月　２日（日） ５０９

本大会（鹿児島市）
２月２２日（土） ３５０

２月２３日（日） ７００

※グレーの部分は、地方大会以外のイベントです。

本町通り会 （大会実績）

イ　ベ　ン　ト　名 開　催　日 食数（食）

霧島ふるさと祭り
１１月　２日（土） １７４

１１月　３日（日） ２００

まくらざき秋の市
＆キャンドルフェスタ １１月２４日（日） ３００

阿久根新鮮朝市
in Ｓｈｏｗ-1グルメグランプリ １月１２日（日） ３２０

本大会（鹿児島市）
２月２２日（土） ６２１

２月２３日（日） ６８０

Ｓｈｏｗ-１グルメグランプリ初参戦の結果は？
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月
１
日
、
東
京
後
楽
園
ホ
ー
ル

で
、
前
東
洋
太
平
洋
ミ
ド
ル
級

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
現
日
本
同
級
４
位
の

淵
上
誠
選
手
と
、
同
級
５
位
の
西
田
光

選
手
と
の
日
本
王
座
挑
戦
権
を
か
け
た

試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
終
始
接
戦
で
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
０
ー
３
の
判
定
負
け
と
な
り
ま

し
た
。

淵
上
選
手
は
、
昨
年
の
５
月
に
行
わ

れ
た
初
防
衛
戦
か
ら
、
10

か
月
ぶ
り
の

月
１
日
、
２
日
に
レ
ノ
ヴ
ァ

鹿
児
島
Ｖ
Ｓ
東
京
海
上
日
動

ビ
ッ
ク
ブ
ル
ー
の
試
合
が
、
市
総
合

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
レ
ノ
ヴ
ァ
が
延
長
戦
の

末
89

ー
97

で
惜
し
く
も
敗
れ
、
翌
日

は
、
88

ー
71

で
勝
利
し
、
１
勝
１
敗

で
阿
久
根
大
会
を
終
え
ま
し
た
。

２
年
ぶ
り
に
阿
久
根
で
行
わ
れ

た
レ
ノ
ヴ
ァ
の
試
合
に
は
、
両
日
合

わ
せ
て
約
800

名
の
フ
ァ
ン
が
詰
め
か

け
、
会
場
運
営
に
は
、
地
元
鶴
翔
高

３

２

試
合
で
、
勝
利
す
れ
ば
日
本
王
座
に

再
び
挑
戦
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り

ま
し
た
が
、
惜
し
い
再
起
戦
と
な
り

ま
し
た
。

試
合
後
の
会
見
で
淵
上
選
手
は
、

「
続
行
し
ま
す
」
と
次
戦
へ
の
思
い

を
語
り
、
再
び
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
目

指
す
と
の
こ
と
で
す
。

挑
戦
し
続
け
る
淵
上
選
手
に
、
今

後
も
引
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

校
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
が
携
わ
り
、
来
場
者

に
は
地
元
特
産
品
が
配
ら
れ
る
等
、
試

合
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

レ
ノ
ヴ
ァ
主
将
の
中
園
隆
一
郎
選
手

は
、「
２
日
目
は
良
い
リ
ズ
ム
で
勝
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
阿
久
根
会
場
の

フ
ァ
ン
の
声
援
が
大
き
か
っ
た
で
す
」

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

試
合
後
は
、
応
援
団
も
含
め
た
記
念

撮
影
や
サ
イ
ン
会
も
行
わ
れ
、
集
ま
っ

た
フ
ァ
ン
も
良
い
思
い
出
が
で
き
た
よ

う
で
す
。

淵
上
誠
選
手
の
再
起
戦
。

次
回
に
期
待
！

阿
久
根
大
会
で
レ
ノ
ヴ
ァ

惜
し
く
も
２
連
勝
な
ら
ず

■日本ミドル級王座挑戦者決定戦
アクネ
大使  淵上 誠選手

（日野自動車株式会社勤務）

昨年５月から10か月ぶりの再起戦

レノヴァ鹿児島 阿久根大会

３回戦からお互いに打ち合
いの応酬となり、接戦を展
開しましたが、惜しくも敗
戦。淵上選手の戦績は、29

戦20勝（11ＫＯ）９敗とな
りました。

今大会の試合を振り返り、スポーツフロンティア代表の
大山亮平さんは、「今までのどのゲームよりも盛り上がっ
た。阿久根の皆さんの熱い声援が勝利に結びつきました」
と話していました。

■ＮＢＤＬ2013-2014シーズンマッチ
レノヴァ鹿児島 ＶＳ
東京海上日動ビックブルー

ホットなニュース
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◎阿久根市体育協会優秀選手・団体表彰	 （敬称略）

氏　　名 種　目 ご功績・実績など

髙 木 結 加 陸 上
県立鶴翔高等学校
平成25年度全国高等学校総合体育大会
女子1500ｍ

中 園 陸 人 陸 上
県立鶴翔高等学校
平成25年度全国高等学校総合体育大会
男子3000ｍ障害

郡 山 大 樹 陸 上

県立鶴翔高等学校
平成25年度全国高等学校総合体育大会
男子800ｍ・1500ｍ
第68回国民体育大会　男子800ｍ

大 漉 真 衣 陸 上

県立川薩清修館高等学校
平成25年度全国高等学校総合体育大会
女子100ｍ・200ｍ
第68回国民体育大会
女子100ｍ・100×４リレー
第７回日本ユース選手権　女子100ｍ

倉 津 円 歌 陸 上
神村学園高等部
第25回女子全国高等学校駅伝競走大会

西　　 風 夏 バレーボール
阿久根市立阿久根中学校
第27回ＪＯＣ全国都道府県対抗中学バレーボール大会（県選抜）

日 髙 勇 気 バレーボール
阿久根市立阿久根小学校
第33回全日本バレーボール小学生大会

根 比 竣 丞 バレーボール
阿久根市立阿久根小学校
第33回全日本バレーボール小学生大会

根 比 悠 丞 バレーボール
阿久根市立阿久根小学校
第33回全日本バレーボール小学生大会

黒 㟢 健 介 レスリング
鹿屋中央高等学校
平成25年度全国高等学校総合体育大会
レスリング55㎏級

池 田 海 来 野 球

阿久根市立大川中学校
第43回日本少年野球春季全国大会
第44回日本少年野球選手権大会
第14回ボーイズリーグ鶴岡一人記念大会（九州選抜）

牟　礼　秀一郎 野 球
阿久根市立大川中学校
第44回日本少年野球選手権大会

阿久根ソフトボール
ス ポーツ少 年 団

ソフトボール 第６回春季全日本小学生男子ソフトボール大会

◎阿久根市社会体育功労者表彰	 （敬称略）

氏　　名 種　目 ご功績・実績など

濱 㟢 孝 幸 一 般

平成16年４月から平成23年３月まで阿久根市体育協会事務
局長を務め、退任後も阿久根市体育協会顧問を務められてい
る。また、長年にわたって、あくねボンタンロードレース大
会や九州選抜高校駅伝競走大会、大学野球部合宿誘致などに
も携わり、本市社会体育の振興に寄与された。

牟 田 照 雄 ソフトボール

昭和58年に日本ソフトボール協会公認審判員を取得以来、
九州大会をはじめとする各種大会の審判員を務めるととも
に、阿久根市ソフトボール協会理事・役員を務められるなど、
ソフトボール競技の普及および阿久根市ソフトボール協会の
発展に尽力された。

◎体育協会特別優秀選手表彰（５年以上連続優秀選手表彰）	 （敬称略）

氏　　名 種　目 ご功績・実績など

中 原 海 鈴 陸 上
神村学園高等部卒
全国都道府県対抗女子駅伝大会

坂 本 大 志 陸 上
県立鶴翔高等学校
全国都道府県対抗男子駅伝大会

月
８
日
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

で
第
22

回
阿
久
根
市
生
涯
学
習

フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ェ
ア
で
は
、
社
会
体
育
振
興
や
全

国
大
会
に
出
場
さ
れ
た
方
々
の
功
績
に

対
す
る
市
体
育
功
労
者
・
体
育
協
会
優

秀
選
手
等
の
表
彰
式
や
生
涯
学
習
講
座

生
に
よ
る
舞
台
発
表
、
作
品
展
示
、
小
・

中
学
生
弁
論
発
表
、
郷
土
芸
能
な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

２

ま
た
、本
市
出
身
（
下
村
区
）

で
ア
ク
ネ
大
使
・
料
理
研
究
家

の
平
野
ル
ミ
子
さ
ん
に
よ
る

「
ほ
ん
も
の
阿
久
根
で
お
・
も
・

て
・
な
・
し
を
」
と
題
し
た
講

演
が
行
わ
れ
、
ふ
る
さ
と
阿
久

根
へ
の
思
い
や
魅
力
、
こ
れ
か

ら
の
阿
久
根
の
発
展
に
向
け
た

８
つ
の
提
言
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

な
お
、
市
体
育
功
労
者
・
体

育
協
会
優
秀
選
手
等
表
彰
の
受

賞
者
は
、以
下
の
と
お
り
で
す
。

講演を行う平野ルミ子さん

市体育功労者・体育協会優秀選等表彰を受けられた皆さま

大漉虚無僧踊り保存会

山下三尺棒踊り保存会

第22回　阿久根市
生涯学習フェア
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内
全
小
・
中
学
校
の
２
月
14

日
の

給
食
メ
ニ
ュ
ー
に
「
華
鶴
和
牛
」

が
初
登
場
し
ま
し
た
。

地
元
に
お
い
し
い
牛
肉
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
い

ず
み
、
ス
タ
ー
ゼ
ン
ミ
ー
ト
プ
ロ
セ
ッ

サ
ー
㈱
と
で
つ
く
る
銘
柄
牛
推
進
協
議

会
が
約
80

㎏
、
１
，
８
１
５
食
分
を
無

償
提
供
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
実
現
。

牛
肉
の
目
録
贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
折

多
小
学
校
で
は
、「
生
ま
れ
て
初
め
て
、

こ
ん
な
に
お
い
し
い
牛
肉
を
食
べ
た
」

と
笑
顔
で
話
す
児
童
が
い
ま
し
た
。

市

華
鶴
和
牛
の
ス
テ
ー
キ
肉
が

学
校
給
食
に
初
登
場

２月

スティック状のステーキ肉をおいしそうにほお張る折多小
学校の児童。牛肉はどの学校でも好評で「完食」でした。

園児にそばの打ち方をやさしく指導する折多地区
在住のそば打ち名人。

イ
ハ
ウ
ス
ふ
た
ば
折
多
で
、
２
月

４
日
、
同
施
設
の
利
用
者
や
折
多

小
の
５
年
生
、お
り
た
保
育
園
の
園
児
、

地
域
住
民
な
ど
約
90

名
が
集
ま
り
、
そ

ば
打
ち
交
流
試
食
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

農
業
に
よ
る
多
世
代
交
流
で
、
地
域
を

活
性
化
し
よ
う
と
活
動
を
行
っ
て
い
る

折
多
地
区
活
性
化
施
設
建
設
推
進
委
員

会
の
主
催
で
開
催
。
体
験
に
使
用
し
た

約
15

㎏
の
そ
ば
粉
は
、
同
地
区
の
遊
休

地
を
活
用
し
て
収
穫
し
た
も
の
で
す
。

「
そ
ば
を
丸
め
て
か
ら
、
棒
で
薄
く

の
ば
し
、麺
に
切
る
の
が
難
し
か
っ
た
」

と
参
加
し
た
児
童
が
話
し
て
い
ま
し
た
。

デ

折
多
地
区
で
そ
ば
打
ち
交
流

２月

月
２
日
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で

『
福
祉
の
つ
ど
い
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
社
会
福
祉
発
展
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
た
方
へ
の
表
彰
式
の
ほ
か
、

２
団
体
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

事
例
発
表
、
各
種
演
芸
な
ど
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
表
彰
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

◇
阿
久
根
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

▽
飛
松
サ
チ
子
▽
川
俣
イ
ツ
子

▽
中
野
　
円
　
▽
砂
畑
ひ
と
み

▽
新
町
区
　
野
菊
会

▽
段
区
　
な
か
よ
し
会

２

『福
祉
の
つ
ど
い
』

福
祉
の
こ
こ
ろ
を
育
て
よ
う

２月

２日

４日

14日

阿久根市社会福祉協議会会長表彰を受けられた
皆さま

知
症
の
高
齢
者
な
ど
の
要
支
援
者

を
地
域
で
支
援
し
て
い
く
た
め
の

「
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
」
の
研
修

会
と
し
て
、
同
マ
ッ
プ
づ
く
り
の
提
唱

者
で
あ
る
木
原
孝
久
さ
ん
に
よ
る
『
ご

近
所
パ
ワ
ー
で
助
け
合
い
起
こ
し
』
と

題
し
た
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
の
委
託
を
受
け
て
マ
ッ
プ
づ
く
り
を

進
め
る
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
主
催
で
、

区
長
や
民
生
委
員
等
を
対
象
に
開
催
。

木
原
さ
ん
は
、「
地
域
の
『
世
話
焼

き
さ
ん
』
を
大
事
に
し
、
活
動
を
応
援

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、
他
地
域
の
活

用
例
等
も
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

認

『
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
』

研
修
会
開
催

１月

29日

講演を行う『支え合いマップづくり』提唱者の
住民流福祉総合研究所所長 木原孝久さん。

まちの話題　みんなのアルバム
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まちの話題　みんなのアルバム

イベント
第２回阿久根のひなまつり

「布の花飾りが上手にできたよ」

地域交流

▲３月１日には、市

さわやかクラブ連合

会女性部が、昔なが

らの手作りおもちゃ

教室を開き、参加し

た子どもたちは、布

の花飾りや風車など

を作って、楽しんで

いました。

月12日から３月14日まで老人福祉センター
で開催された「阿久根のひなまつり」。高

齢者の生きがいづくりや異世代交流等を目的に
開催されたもので、今年で２回目です。
幼児から80歳の高齢者が手作りした多彩なひ
な人形や家庭に古くから伝わる壇飾りなど約80

点が会場いっぱいに飾られ、来場者を楽しませ
ていました。

２

地域の高齢者へ
自分たちが
育てた花と手紙
をプレゼント

（西目小）

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
た
ち
の
喜
ぶ
顔
が
見
ら
れ
て
う

れ
し
い
」
と
話
す
子
ど
も
た
ち
。

月26日、西目小学校の子どもたちが、一人

暮らしの高齢者を元気づけようと、自分た

ちが苗から水やりをして育てたパンジーの花の

鉢植えと手書きの手紙を地域のお年寄りに手渡

しました。西目小の子どもたちが、毎年この時

期に行っている地域高齢者とのふれあい活動。

花と手紙を受け取った高齢者の方は、「毎年、

子どもたちが来るのを楽しみにしている。あま

りにも嬉しいものだから、花は大事に育て、手

紙は玄関に貼り付けて、励みにしています」と

話し、大変喜ばれていました。

２

体験学習
みんなで
がんばったよ！
原木しいたけの
コマ打ち体験

（田代小）

月28日、田代小学校の子どもたちが、１ｍ
ほどのクヌギの原木50本に約3,000個のし

いたけの菌が付いたコマを打ち込みました。同
校のＰＴＡや地元住民も参加し、２時間程度
で無事完了。
来年の11月ごろから収穫ができると聞いた

子どもたちは、今から待ち遠しいようでした。

２



9 Akune

300

本
の
梅
の
花
が
満
開
。
見
渡
す
限
り

ピ
ン
ク
の
壮
大
な
光
景
が
広
が
っ
て
い

ま
し
た
。

た
す
き
を
つ
な
ぐ
出
水
チ
ー
ム
。

（
市
役
所
前
の
第
８
中
継
所
）

花だより

ニュース

イベント

ニュース

観光農園
笠山南高梅園の
梅の花が
満開で見ごろ

沿道からは
温かい声援。
第61回県下一周
駅伝競走大会

月10日、穏やかな日和が２、３日続いたせ

いか、笠山の麓にある笠山南高梅園の梅の

花が満開となっていました。同園は、一昨年か

ら開園。花は無料で見学できますが、毎年２月

中旬ごろまでが見ごろとのことです。

園主の永野一人さんは、「６月中旬には、南

高梅の大きな実がたくさんなるので、ぜひその

時は梅狩りに立ち寄ってください」と話してい

ました。　　　☎０９０－１５１５－１８４１

61回県下一周市郡対抗駅伝競走大会が、２

月15日から19日までの５日間で行われまし

た。

大会２日目は、市役所前の中継所に大勢の見

物客が訪れ、選手に温かい声援を送っていまし

た。また、大会３日目は、田代中継点を通過し、

田代小学校や鶴川内小学校の子どもたちが、全

チームの横断幕をそれぞれ掲げながら、選手に

盛んに声援を送っていました。

久根ソフトボールスポーツ少年団が、北九

州市で３月27日から行われる春季全日本小

学生男子大会（５年生以下）への出場報告に２

月17日、市役所を訪れました。県予選で３位と

なり、昨年に引続き２年連続の出場です。

選手の皆さんは、「まずは初戦を突破し、全

国制覇したい」と意気込みを語りました。

２ 第

阿

鶴翔高校卓球部の
川﨑希望さんが全国大会へ

市
役
所
を
訪
れ
た
鶴
翔
高
校
卓
球
部

の
皆
さ
ん
。
川
﨑
希
望
さ
ん
は
、
右

か
ら
２
人
目
。

月７日、鶴翔高校卓球部の皆さんが、県予

選会の結果報告に市役所を訪れました。

女子シングルスで優勝した川﨑希望さんは、

３月26日から開催される全国大会に出場するこ

とが決まり、男子ダブルスでは、中村勇太さん、

武宮遼太郎さんのペアが３位に入賞、シングル

スでも中村勇太さんは３位と好成績を残しまし

た。

最近、めきめきと力をつけてきている鶴翔高

校卓球部の活躍が今後も期待されます。

２

阿久根ソフト
少年団が２年
連続全国大会に
出場決定！

全
国
大
会
に
２
年
連
続
で
出
場
す
る

阿
久
根
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
皆
さ
ん
。

まちの話題　みんなのアルバム
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月
27

日
に
開
会
さ
れ
た

平
成
26

年
第
一
回
定
例

市
議
会
本
会
議
で
、
西
平
良

将
市
長
が
、
平
成
26

年
施
政

方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。

掲
載
し
て
い
る
施
政
方
針

は
、一
部
要
約
し
て
い
ま
す
。

原
文
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
市
役
所
総
務
課
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

れ
ま
で
、
市
民
の
皆
さ

ま
方
の
「
声
」
を
支
え

と
し
て
、｢

市
民
融
和
」
を

基
調
に
、「
改
革
」
へ
の
強

い
信
念
を
堅
持
し
な
が
ら
、

一
方
で
は
、
深
淵
に
臨
ん

で
、
薄
氷
を
踏
む
が
如
き
思

い
を
も
っ
て
懸
命
な
努
力
を

重
ね
、
着
実
な
「
改
革
」
に

２こ

努
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、市
民
一
人
ひ
と
り
の
心
に「
故

郷
の
誇
り
」
を
取
り
戻
す
た
め
、
こ
の

ま
ち
の
素
晴
ら
し
さ
を
市
内
外
へ
向
け

て
発
信
し
続
け
て
も
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
本
市
の
過
去
の
混
乱
に
よ

る
「
負
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
打
ち
消
す
た

め
に
は
、
ま
ず
、
そ
こ
に
暮
ら
す
私
た

ち
が
強
い
郷
土
愛
と
自
信
を
取
り
戻
す

必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
、
平
成
26

年
度
は
、
こ
れ
ま

で
の
「
信
頼
と
改
革
の
灯
」
を
さ
ら
に

温
め
、
育
み
、
市
民
が
憩
い
集
う
明
る

い
炎
へ
と
昇
華
さ
せ
、
全
員
で
こ
の
ま

ち
の
未
来
へ
の
礎
を
築
く「
挑
戦
の
年
」

と
し
て
、
持
続
的
な
変
革
と
躍
進
へ
の

取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

基
本
的
な
考
え
方

当
面
す
る
課
題
や
施
策

◎
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
や

市
立
図
書
館
の
建
設

し
て
い
き
ま
す
。

◎
人
件
費
削
減

市
長
の
給
料
を
30

％
、
副
市
長
の
給

料
を
20

％
と
、
そ
れ
ぞ
れ
、
こ
れ
ま
で

を
上
回
る
削
減
を
行
い
、
教
育
長
の
給

料
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
15

％
削
減

し
ま
す
。

ま
た
、
職
員
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
同
様
、
４
％
か
ら
10

％
ま
で
の
平
均

で
約
７
％
と
な
る
給
料
の
削
減
を
実
施

し
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
国
家
公
務
員

と
地
方
公
務
員
の
給
与
額
の
比
較
を
示

し
た
本
市
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
の
値

は
、
国
家
公
務
員
を
100

と
し
た
場
合
、

こ
れ
を
大
幅
に
下
回
る
も
の
と
見
込
ま

れ
、
県
下
19

市
中
に
お
け
る
本
市
職
員

の
給
与
水
準
は
、
平
成
25

年
度
に
引
き

続
き
最
下
位
に
な
る
も
の
と
推
定
さ
れ

ま
す
。

平
成
23

年
度
か
ら
の
人
件
費
削
減
総

市
民
の
皆
さ
ま
の
長
年
の
願
い
が
形

と
な
り
、
昨
年
設
計
者
が
決
定
し
、
建

設
へ
と
具
体
的
に
動
き
始
め
ま
し
た
。

今
後
は
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

を
通
じ
て
意
見
を
集
約
し
、「
基
本
設

計
」「
実
施
設
計
」
の
作
成
に
取
組
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

◎
阿
久
根
市
「
う
み
・
ま
ち
・
に
ぎ
わ

い
」
再
生
整
備

基
本
計
画
を
基
に
、
阿
久
根
駅
周

辺
、
阿
久
根
漁
港
旧
港
、
ま
ち
な
か
・

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
３
つ
の
エ
リ
ア

と
、
そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
街
路
の
整
備
を

進
め
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
創
造

に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
現
在
改
築
中
の
阿
久
根
駅
駅

舎
を
市
民
が
集
い
、
お
も
て
な
し
を
提

供
す
る「
に
ぎ
わ
い
交
流
館
阿
久
根
駅
」

と
し
て
位
置
づ
け
、
鹿
児
島
・
熊
本
両

沿
線
地
域
を
含
め
た
食
・
特
産
品
・
観

光
情
報
の
発
信
拠
点
施
設
と
し
て
整
備

●西平市長が語る４年目の挑戦

平
成
26
年 

西
平
市
長
就
任
４
年
目
、
決
意
の

「施
政
方
針
」。

市
民
の
皆
さ
ま
の
思
い
を
結
集
し
、
平
成
26
年
度
を

「
挑
戦
の
年
」
と
位
置
付
け
て
市
政
運
営
い
た
し
ま
す
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施政方針

平成２６年　第１回定例市議会

額
は
、
平
成
26

年
度
分
も

含
め
約
２
億
７
，
３
０
０

万
円
に
上
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
成

26

年
度
当
初
予
算
に
お
い

て
は
、
任
期
当
初
に
掲
げ

た
目
標
ま
で
に
は
及
ば
な

い
こ
と
か
ら
、
任
期
終
了

ま
で
不
退
転
の
決
意
で
人

件
費
抑
制
に
取
り
組
む
姿

勢
を
示
す
た
め
、
特
別
職

の
給
料
を
一
層
踏
み
込
ん

で
削
減
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

※
２
月
27

日
の
本
会
議

で
、
職
員
の
給
与
削
減
議
案
は
、
否
決

と
な
り
ま
し
た
。

◎
市
役
所
の
機
構
改
革

国
土
調
査
に
係
る
事
業
が
市
街
地
の

一
部
を
除
い
て
、
ほ
ぼ
完
了
し
た
こ
と

か
ら
、
農
政
課
の
地
籍
調
整
係
を
廃
止

し
、
都
市
建
設
課
へ
業
務
を
移
管
し
ま

す
。ま

た
、
本
市
の
情
報
発
信
力
を
強
化

す
る
た
め
の
担
当
職
員
の
配
置
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

◎
危
機
管
理
・
防
災

台
風
や
豪
雨
災
害
は
も
と
よ
り
、
原

子
力
災
害
に
お
い
て
も
、
東
日
本
大
震

災
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
地
域
防
災
計
画

に
基
づ
き
、万
全
を
期
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
末
に
策
定
し
た
「
原

子
力
災
害
対
策
避
難
計
画
」
の
周
知
・

広
報
を
進
め
、
阿
久
根
市
防
災
マ
ッ
プ

（
総
合
版
）
の
有
効
活
用
を
図
り
、「
安

全
・
安
心
」
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

◎
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道

平
成
26

年
度
は
、
薩
摩
川
内
都
〜
薩

摩
川
内
高
江
Ｉ
Ｃ
間
と
、
鶴
川
内
〜
阿

久
根
北
Ｉ
Ｃ
間
が
開
通
予
定
で
す
。

さ
ら
に
、
阿
久
根
北
〜
野
田
Ｉ
Ｃ
間

が
平
成
27

年
度
、
野
田
〜
高
尾
野
Ｉ
Ｃ

間
が
平
成
28

年
度
、
高
尾
野
〜
出
水
Ｉ

Ｃ
間
が
平
成
29

年
度
の
供
用
開
始
を
目

指
し
、
鋭
意
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
阿
久
根
〜
薩
摩
川
内
水
引
Ｉ

Ｃ
間
に
つ
い
て
は
、
昨
年
９
月
に
ル
ー

ト
案
が
公
表
さ
れ
、
現
在
環
境
影
響
評

価
に
基
づ
く
準
備
書
の
縦
覧
手
続
も
終

え
、
都
市
計
画
決
定
へ
向
け
て
作
業
中

で
す
。

◎
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
は
、
本
年
３
月

13

日
で
開
業
10

周
年
を
迎
え
ま
す
が
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お

り
、
そ
の
支
援
方
策
に
つ
い
て
、
県
や

県
内
各
自
治
体
と
と
も
に
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
鉄
道
で
は
、
昨
年
か
ら
観

光
列
車
「
お
れ
ん
じ
食
堂
」
や
「
お
れ

ん
じ
カ
フ
ェ
」
な
ど
を
運
行
し
、
海
外

の
観
光
客
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
観
光

ツ
ア
ー
を
企
画
販
売
す
る
な
ど
、
経
営

改
善
に
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
鉄
道
を
将
来
に
わ
た
っ
て

安
定
的
に
維
持
し
て
い
く
た
め
、
利
用

促
進
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

市
政
の
課
題
や
施
策

○
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業

平
成
25

年
度
か
ら
創
設
し
た
、
地
域

づ
く
り
活
動
支
援
補
助
金
制
度
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
、
一
般
の
団
体
等
が
行
う
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公
益
的
な
活
動
に
対
し
て
も
支
援
を
行

い
、
地
域
の
活
性
化
を
後
押
し
し
て
い

き
ま
す
。

○
グ
ル
ー
プ
タ
ク
シ
ー
の
導
入

平
成
26

年
度
か
ら
新
た
に
、
自
宅
か

ら
公
共
交
通
機
関
の
乗
り
場
ま
で
の
距

離
が
遠
く
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
が
運
行
さ

れ
て
い
な
い
区
域
に
お
住
い
の
65

歳
以

上
の
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
々
に

対
し
、
タ
ク
シ
ー
の
利
用
券
を
交
付
し

て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

○
高
齢
者
対
策

高
齢
者
実
態
調
査
や
支
え
合
い

マ
ッ
プ
づ
く
り
で
明
ら
か
に
な
っ
た
地

域
課
題
を
踏
ま
え
て
、
新
た
な
高
齢
者

福
祉
政
策
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
市
内
で
約
900

人
と
推
計
さ
れ

る
認
知
症
の
方
々
と
そ
の
家
族
を
支
援

す
る
た
め
、
認
知
症
講
演
会
や
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
て
い

き
ま
す
。

○
健
康
・
医
療
へ
の
取
組

女
性
が
ん
検
診
で
は
、
完
全
予
約
制

に
よ
る
検
診
を
一
部
取
り
入
れ
、
受
診

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。ま

た
、
大
川
診
療
所
に
つ
い
て
は
、

週
５
日
の
診
療
体
制
が
定
着
し
て
き
て

お
り
、
今
後
も
大
川
地
域
の
医
療
拠
点

施
設
と
し
て
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

○
農
林
畜
産
振
興

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
と
し

て
、
筒
田
地
区
の
平
田
農
道
の
整
備
を

実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
制

度
や
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
等

を
活
用
し
て
、
水
路
・
農
道
等
の
施
設

の
補
修
・
更
新
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

県
営
農
地
整
備
事
業
に
よ
り
、
市
が
管

理
す
る
農
道
等
の
路
面
改
良
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

一
方
、
ソ
フ
ト
事
業
で
は
、「
未
来

に
つ
な
げ
る
阿
久
根
市
農
業
を
創
造
す

る
調
査
・
検
討
会
」
に
お
い
て
、
農
業

者
の
高
齢
化
や
耕
作
放
棄
地
等
の
問
題

解
消
に
向
け
た
農
業
振
興
策
に
つ
い
て

の
調
査
・
検
討
を
行
い
、
将
来
の
担
い

手
の
育
成
・
確
保
の
た
め
の
措
置
を
講

じ
ま
す
。

さ
ら
に
、
積
極
的
な
情
報
発
信
に
よ

り
、
農
畜
産
物
の
新
た
な
販
路
開
拓
を

目
指
し
て
、
引
き
続
き
ア
グ
リ
フ
ー
ド

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
等
へ
の
出
展
を
積
極
的
に
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
森
林
整
備

計
画
に
基
づ
き
、
森
林
の
整
備
を
推
進

し
、
竹
林
の
景
観
保
持
、
早
掘
り
タ
ケ

ノ
コ
の
収
益
増
を
図
り
ま
す
。

有
害
鳥
獣
対
策
で
は
、
獣
肉
処
理
加

工
施
設
「
い
か
く
ら
阿
久
根
」
を
活
用

し
、
止
め
刺
し
、
解
体
等
の
技
術
継
承

を
積
極
的
に
行
い
、
捕
獲
員
の
後
継
者

育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
シ
カ
、
イ
ノ

シ
シ
の
ジ
ビ
エ
肉
の
普
及
、
流
通
体
制

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

○
水
産
業
振
興

水
産
物
付
加
価
値
向
上
対
策
と
し

て
、
新
商
品
開
発
、
商
談
会
出
展
へ
の

支
援
、
高
度
衛
生
対
応
型
市
場
に
お
け

る
「
安
心
・
安
全
な
水
産
物
」
の
情
報

発
信
等
、
魚
価
の
向
上
を
図
る
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

漁
業
・
農
業
体
験
を
通
じ
た
地
域
間

交
流
の
促
進
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
市
内
の
漁
家
、
農
家
が
設

立
し
た
「
あ
く
ね
遊
々
体
験
倶
楽
部
」

に
よ
り
、
体
験
型
観
光
の
受
入
体
制
の

充
実
を
図
り
、
本
市
の
情
報
発
信
と
と

も
に
修
学
旅
行
な
ど
の
誘
致
に
取
り
組

み
ま
す
。

○
阿
久
根
の
特
産
品
Ｐ
Ｒ
の
強
化

２
月
14

日
と
15

日
に
、
東
京
の
「
か

ご
し
ま
遊
楽
館
」
で
、「
あ
く
ね
マ
ル

シ
ェ
ｉ
ｎ
東
京
」
を
初
開
催
し
、
本
市

の
農
林
水
産
物
や
加
工
品
等
の
Ｐ
Ｒ
と

販
売
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
県
の
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
等
を
活
用
し
た
特
産

品
等
の
Ｐ
Ｒ
や
、
物
産
展
等
へ
の
積
極

的
な
出
展
支
援
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
商
品
開
発
な
ど
の
研
修

●西平市長が語る４年目の挑戦

市民交流センター＆市立図書館の建設タクシーの利用券交付阿久根はな＊ＨＡＮＡ＊華まつり
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施政方針

平成２６年　第１回定例市議会

会
の
開
催
に
よ
り
、
商
工
業
に
お
け
る

人
材
育
成
も
図
っ
て
い
き
ま
す
。

昨
年
の
「
阿
久
根
は
な
＊
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ

＊
華
ま
つ
り
」
や
地
元
食
材
を
生
か
し

た
「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
‐
１
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ

リ
阿
久
根
大
会
」
の
実
績
を
踏
ま
え
、

定
着
し
て
い
る
「
食
」
に
よ
る
イ
ベ
ン

ト
等
と
合
わ
せ
て
、
商
店
街
の
活
性
化

に
向
け
た
取
組
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い

き
ま
す
。

○
観
光
振
興

「
阿
久
根
み
ど
こ
い
祭
り
」
に
つ
い

て
は
、
実
行
委
員
会
に
よ
り
夏
か
ら
10

月
中
旬
の
秋
に
開
催
す
る
こ
と
が
決
定

し
ま
し
た
。
今
後
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
内
容
等
を
含
め

て
十
分
検
討
し
、開
催
し
て
い
き
ま
す
。

○
公
園
や
市
営
住
宅
の
整
備
な
ど

番
所
丘
公
園
北
側
駐
車
場
の
増
設
や

休
憩
施
設
、
子
供
の
遊
具
施
設
等
の
整

備
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
塩
鶴
・
塩
浜
公
園
の
ト
イ

レ
設
置
等
の
施
設
整
備
を
進
め
、
地
域

住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
充
実
に
努
め

ま
す
。

街
路
事
業
で
は
、「
う
み
・
ま
ち
・

に
ぎ
わ
い
」
再
生
整
備
事
業
の
一
環
と

し
て
、
阿
久
根
港
本
通
線
の
歩
道
部
の

カ
ラ
ー
舗
装
化
、
港
潟
線
な
ど
に
ミ
ニ

パ
ー
ク
を
設
置
す
る
た
め
の
測
量
設
計

業
務
委
託
を
行
い
ま
す
。

市
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
寺

山
住
宅
の
５
号
棟
建
設
に
続
き
、
６
号

棟
建
設
に
向
け
た
実
施
設
計
を
行
い
ま

す
。

○
消
防
力
の
強
化

本
年
３
月
に
は
、
救
助
工
作
車
の
更

新
を
行
い
、
交
通
事
故
や
災
害
時
の
救

助
活
動
へ
の
迅
速
な
対
応
等
、
活
用
を

図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
４
月
に
発
足
し
た
女

性
消
防
隊
に
つ
い
て
は
、
活
動
の
充
実

を
図
り
な
が
ら
、
消
防
力
の
強
化
に
努

め
ま
す
。

○
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
の
改
修
工
事

長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
、
総
合

運
動
公
園
内
の
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
の
全
面
改
修
工
事
を
実
施
す
る

ほ
か
、
同
公
園
内
の
野
球
場
の
施
設
整

備
も
行
い
ま
す
。

以
上
、
市
政
の
推
進
に
当
た
っ
て
の

所
信
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

私
は
平
成
26

年
度
を
、
未
来
を
展
望

し
つ
つ
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
諸
課

題
に
積
極
果
敢
に
取
り
組
む
「
挑
戦
の

年
」
と
位
置
づ
け
、
市
民
福
祉
の
向
上

と
市
勢
発
展
に
向
け
て
、
市
民
の
皆
さ

ま
と
と
も
に
、
諸
施
策
を
展
開
し
、
市

政
を
運
営
し
て
い
く
所
存
で
す
。

議
会
を
は
じ
め
市
民
の
皆
さ
ま
方
の

一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
　
　（
施
政
方
針
要
約
）

あくね遊々体験倶楽部による市外
からの修学旅行生受け入れ支え合いマップづくり事業（波留区）

肥薩おれんじ鉄道の観光列車
「おれんじ食堂」
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黒之瀬戸大橋の開通
４０周年記念式典を開催します

久
根
市
と
長
島
町

と
を
結
ぶ
黒
之
瀬

戸
大
橋
が
、
今
年
４
月

９
日
で
開
通
40

周
年
を

迎
え
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、

４
月
２
日
㈬
に
「
黒
之

瀬
戸
大
橋
開
通
40

周
年

記
念
式
典
」
を
開
催
し

ま
す
。

◇
日
時
　
４
月
２
日
㈬

午
前
９
時
30

分
〜
11

時

◇
場
所

長
島
町
だ
ん
だ
ん

市
場
駐
車
場

阿

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

昭和49年４月９日に開催された黒之瀬戸大橋開通記念式典。
当時の阿久根市長 丹宗 忠氏は前列左から５人目。

▲昭和49年に阿久根市民と長
島町民悲願の橋が開通し、
この日から長島は、「島」
から「半島」になりました。

黒
之
瀬
戸
大
橋

開
通
40
周
年

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
・

図
書
館
の
設
計
業
務

K
uro

no
se

to
 L

o
ng

‐Brid
g
e

C
ivic

 C
e
n
te

r &
 P

u
b
lic

 L
ib

ra
ry

～黒之瀬戸大橋の歴史～
昭和21年～昭和49年　県営フェリーが運航

昭和38年10月　　　　阿久根市・長島町・東町による「黒

之瀬戸架橋期成同盟会」を結成

昭和44年１月　　　　黒之瀬戸大橋の着工が決定

昭和47年５月20日　　黒之瀬戸大橋起工式

昭和49年４月９日　　黒之瀬戸大橋が開通

昭和50年４月１日　　一般国道389号に昇格

昭和59年４月９日　　黒之瀬戸大橋開通10周年記念式典

を開催

平成２年９月21日　　黒之瀬戸大橋の通行が無料化

月
16

日
、
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
市
立
図
書
館
の

設
計
に
関
す
る
第
２
回
市
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、「
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

に
期
待
す
る
こ
と
は
」
と
い
う
こ

と
を
テ
ー
マ
に
、
ホ
ー
ル
の
使
い

２

▲現段階での模型を
見ながら、セン
ターの使い方やイ
メージを議論。

方
や
イ
メ
ー
ジ
な
ど
を
中
心

に
、
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
意
見
や
要
望
を
出
し

合
い
ま
し
た
。

「
洋
画
展
の
作
品
を
展
示

す
る
場
所
を
確
保
し
て
ほ

し
い
」「
音
響
や
照
明
が
良

い
ホ
ー
ル
に
し
て
ほ
し
い
」

「
授
乳
室
が
必
要
」「
女
性

ト
イ
レ
を
多
く
」「
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
、
く
つ
ろ
げ
る

ス
ペ
ー
ス
が
欲
し
い
」
な
ど

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
は
、
意
見
を
集
約
し
、
技
術
的
な

検
討
を
加
え
た
上
で
設
計
に
生
か
し

て
い
き
ま
す
。

な
お
、
次
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
、
市
立
図
書
館
に
つ
い
て
議
論

す
る
予
定
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

教
育
総
務
課
　
総
務
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
５
７

（
直
通
）

▲それぞれの要望や考え
などを付せんに書き、
意見内容を整理。

第２回市民ワークショップ開催
市民交流センター＆市立図書館
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害
基
礎
年
金
の
受
給
な
ど
に
よ

り
法
定
免
除
と
な
っ
て
い
る
方

に
つ
い
て
、
平
成
26

年
４
月
か
ら
、

保
険
料
を
通
常
納
付
で
き
る
「
納
付

申
出
制
度
」
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

こ
の
納
付
申
出
に
よ
り
、
保
険
料

の
口
座
振
替
や
前
納
に
よ
る
保
険
料

の
割
引
な
ど
、
便
利
で
お
得
な
制
度

を
合
わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

詳
し
く
は
、
川
内
年
金
事
務
所
や

市
役
所
住
民
年
金
係
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

・
川
内
年
金
事
務
所

☎
０
９
９
６
（
２
２
）
５
２
７
６

・
市
民
環
境
課
　
住
民
年
金
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
８

（
直
通
）

民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い
と
き

や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
、

保
険
料
の
免
除
を
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
平
成
26

年
４
月
か
ら
は
、
申

請
時
点
の
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で

申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
申
請
が
遅
れ
る
と
万
一
の

際
に
障
害
年
金
な
ど
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

す
み
や
か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前

年
所
得
に
基
づ
い
て
審
査
を
行
い
ま
す

の
で
、
免
除
が
承
認
さ
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

・
川
内
年
金
事
務
所

☎
０
９
９
６
（
２
２
）
５
２
７
６

・
市
民
環
境
課
　
住
民
年
金
係

☎
０
９
９
６（
７
３
）１
２
１
８（
直
通
）

役
所
で
は
、
異
動
の
多
い
３
月
29

日
㈯
、
30

日
㈰
（
い
ず
れ
も
午
前

８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15

分
）
と
、

３
月
31

日
㈪
〜
４
月
４
日
㈮
の
午
後
７

時
ま
で
窓
口
開
庁
を
行
い
、
転
入
・
転

出
・
転
居
に
関
す
る
届
出
を
受
け
付
け

ま
す
。

ま
た
、
転
入
・
転
出
・
転
居
の
手
続

に
伴
い
、税
務
課
や
生
き
が
い
対
策
課
、

水
道
課
、
学
校
教
育
課
な
ど
、
関
係
す

る
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、届
出
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

後
日
来
庁
し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
手
続
に
は
、
印
鑑
や
身
分
証

明
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

市
民
環
境
課
　
住
民
年
金
係

☎
０
９
９
６（
７
３
）１
２
１
８（
直
通
）

国

障

市

国民年金保険料の
免除対象期間が拡大
申請時点の２年１か月前の月分まで

国
民
年
金
の

制
度
改
正
の
ご
案
内

休
日
窓
口

開
庁
の
ご
案
内

平
成
26
年
４
月
か
ら

転
入
・転
出
・転
居
の

手
続
が
で
き
ま
す

３/29(土)、30日(日)
午前８時30分～午後５時15分

３/31(月)～4/4(金)
午後７時まで延長して開庁

障害年金受給等で
法定免除を
受けている方へ

平成26年４月から
国民年金保険料の
通常納付ができる
ようになります
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成
26

年
４
月
か
ら

70

歳
以
上
75

歳
未

満
の
方
の
医
療
費
の
自

己
負
担
割
合
が
、
変
更

に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
誕
生
日
が

昭
和
19

年
４
月
１
日
以

前
の
方
は
、
特
例
措
置

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
自
己
負
担
割
合
は

１
割
に
据
え
置
か
れ
ま

す
。誕

生
日
が
昭
和
19

年

４
月
２
日
以
降
の
方
は
、

70

歳
の
誕
生
日
の
翌
月

（
１
日
生
ま
れ
の
方
は
、

そ
の
月
）
か
ら
自
己
負

担
割
合
が
２
割
と
な
り

ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課

国
保
係

☎
０
９
９
６（
７
３
）

１
２
２
４（
直
通
）

平

７０歳以上７５歳未満の方の自己負担割合

（注１）一　　　般　　：現役並み所得者、低所得者Ⅰ・Ⅱ以外の方。

（注２）低所得者Ⅰ　　：同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税で、その世帯の各所得が

必要経費・控除（年金の所得は控除額80万円として計算）を差し引いたときに

０円となる方。

（注３）低所得者Ⅱ　　：同一世帯の世帯主および国保被保険者が、住民税非課税の方。

（注４）現役並み所得者：同一世帯に一定以上（課税所得145万円以上）の所得がある国保被保険者がい

る人。ただし、当該者の収入合計が２人以上の場合は520万円未満、１人の場

合は383万円未満であると申請した場合は、「一般」の区分と同じになります。

＊７０歳以上７５歳未満の方の保険証は、有効期限が平成２６年３月３１日となっております。
　平成２６年４月１日からの保険証は、３月下旬頃簡易書留で郵送します。

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の

国
民
健
康
保
険
の
方
へ
お
知
ら
せ
で
す

平成２６年４月から
７０歳以上７５歳未満の方の
自己負担割合が変わります
※現役並み所得者の自己負担割合は、３割のままで変更ありません。

※後期高齢者医療制度の対象となる、一定の障がいがあると認定された方は除きます。

平成２５年度まで 平成２６年度から

１割
一般　　　　  （注１）

低所得者Ⅰ （注２）

低所得者Ⅱ （注３）

現役並み

所得者 （注４）

１割
昭和19年

４月１日以前

生まれの方

昭和19年

４月２日以降

生まれの方

２割
７０歳の誕生日の
翌月（１日生まれの
方はその月）から

３割

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
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（医）
荘
記
念
病
院
　
認
知
症
疾
患
医

療
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
　
西
脇

知
永
先
生
を
講
師
に
招
き
、「
認
知

症
の
早
期
発
見
」
と
題
し
た
講
座
を

出
水
郡
医
師
会
の
主
催
で
開
催
し
ま

す
。
な
お
、
入
場
は
無
料
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
７
２

認知症
市民公開講座
を開催します
◇日時
４月19日㈯
午後２時～午後３時

◇場所
出水市音楽ホール
※入場無料

認
知
症
に
つ
い
て

み
ん
な
で
考
え
よ
う

児
島
県
内
で
毎
年
400

人
前
後
の

方
々
が
自
ら
命
を
絶
つ
深
刻
な

状
況
を
ご
存
知
で
す
か
。
そ
の
多
く
の

方
々
は
、
様
々
な
社
会
問
題
を
抱
え
精

神
的
に
追
い
込
ま
れ
た
末
に
亡
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
解
決
方
法
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、「
自
殺
し
か
解
決
す
る
方

法
は
な
い
」
と
心
理
的
な
視
野
狭
窄
に

な
り
、
誰
に
も
相
談
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

も
し
、
あ
な
た
が
大
き
な
悩
み
を
抱

え
て
い
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
信
頼
で

き
る
誰
か
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
県
内
に
は
身
近
な
相
談
窓
口
が
あ

り
ま
す
。
匿
名
で
構
い
ま
せ
ん
。
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

県
自
殺
予
防
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
（
２
２
８
）
９
５
５
８

ン
ナ
ー
等
の
乱
用
者
は
、
身
体
や

精
神
を
む
し
ば
ま
れ
、
幻
覚
や
知

覚
異
常
を
起
こ
し
、
凶
悪
事
件
を
引
き

起
こ
す
な
ど
社
会
に
与
え
る
影
響
も
極

め
て
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

家
庭
や
学
校
、
地
域
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
シ
ン
ナ
ー
等
の
薬
物
乱
用
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
　
薬
務
課
内
事
務
局

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
８
０
４

鹿

シ

自殺予防
強化月間 ３月 自

殺
予
防

「気
づ
く
・つ
な
が
る
・支
え
る
命
」

健
康
コ
ー
ナ
ー

（注）牛之浜区のいきいきサロン。認知症の対象者と
写真の方とは関係ありません。

シンナー ・
接着剤等
乱用防止
強調月間

３
月
11
日
㈫
～

４
月
10
日
㈭

イラスト：
細川貂々
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月日 対象地区名 時　間 場　　　所

4月18日
（金）

尻 無 上 9:00〜 9:10 表 川 内 公 民 館
南 畑 ・ 竹 之 迫 9:20〜 9:30 尻 無 消 防 詰 所
鈴 木 段 9:40〜10:00 鈴 木 段 公 民 館
尻 無 下 10:10〜10:20 尻 無 浜 公 民 館
的場･中屋敷･仲仁田 10:30〜10:40 大川分団消防車庫前
川 畑 中 ・ 川 畑 10:50〜10:55 川 畑 中 公 民 館
野 元 11:05〜11:10 防災無線屋外拡声子局
長 迫 11:20〜11:30 長 迫 公 民 館
牛 之 浜 13:30〜13:40 牛之浜集落センター
大川島・馬見塚 13:50〜14:00 大 川 島 公 民 館

枦 14:10〜14:20 枦 公 民 館
飛 松 14:30〜14:40 飛 松 公 民 館
高 之 口 14:50〜15:00 高 之 口 公 民 館

4月21日	
（月）

米 次 9:00〜 9:05 米 次 公 民 館
尾 原 9:15〜 9:25 山村開発センター
田 代 中 9:35〜 9:45 田 代 中 公 民 館
田 代 下 9:55〜10:05 田 代 下 公 民 館
木 佐 木 野 10:15〜10:20 木 佐 木 野 公 民 館
桑原城上・下長谷 10:30〜10:40 桑原城改善センター

栫 10:50〜11:00 栫 公 民 館
宮 原 ・ 横 手 11:10〜11:20 横 手 公 民 館
羽 田 11:30〜11:40 羽 田 公 民 館
弓 木 野 13:30〜13:40 弓 木 野 公 民 館
尾 崎 13:50〜14:00 尾 崎 公 民 館
萇 野 14:10〜14:15 萇 野 公 民 館
大 田 14:25〜14:35 大 田 公 民 館
園 田 14:45〜14:50 園 田 公 民 館

5月10日
（土） 全 地 区

9:00〜 9:30 脇 本 地 区 公 民 館
10:10〜10:30 大川分団消防車庫前
10:50〜11:20 保 健 セ ン タ ー

都合の良い場所で受けてください。

月日 対象地区名 時　間 場　　　所

4月11日
（金）

八 郷 9:00〜 9:10 八 郷 公 民 館
小 漉 9:20〜 9:30 小 漉 公 民 館
大 漉 9:40〜 9:50 大 漉 消 防 車 庫 前
黒 之 上 10:00〜10:10 黒 之 上 公 民 館
大 谷 10:20〜10:30 大 谷 公 民 館
黒 之 浜 10:40〜10:50 消 防 車 庫 前
深 田 11:00〜11:10 深 田 公 民 館
槝 之 浦 西 11:20〜11:30 槝 之 浦 西 公 民 館
槝 之 浦 東 13:30〜13:40 槝 之 浦 東 公 民 館
脇本馬場・脇本浜 13:50〜14:00 脇 本 馬 場 公 民 館
下 村 ・ 上 原 14:10〜14:20 脇 本 地 区 公 民 館
永 田 上 14:30〜14:40 永 田 上 公 民 館
永 田 下 14:50〜15:00 永 田 下 公 民 館

4月15日
（火）

牟 田 9:00〜 9:10 牟 田 公 民 館
折 口 東 9:20〜 9:30 折 口 東 公 民 館
内 田 9:40〜 9:50 内 田 公 民 館
大 下 10:00〜10:10 大 下 公 民 館
陳 之 尾 ・ 丸 内 10:20〜10:30 陳 之 尾 公 民 館
折口ニュータウン 10:40〜10:50 第 １ 公 園
大 林 11:00〜11:10 大 林 公 民 館
東 牧 内 11:20〜11:30 東 牧 内 公 民 館
牧 内 13:30〜13:40 牧 内 公 民 館
大 尾 13:50〜14:00 大 尾 公 民 館

段 14:10〜14:20 段 公 民 館 駐 車 場
中 村 14:30〜14:40 中 村 公 民 館

浦 14:50〜15:00 浦 公 民 館

4月16日
（水）

筒 田 9:00〜 9:10 筒 田 公 民 館
桐 野 下 9:20〜 9:30 桐 野 下 公 民 館
桐 野 上 9:40〜 9:50 桐 野 上 公 民 館
大渕川・瀬之浦上 10:00〜10:20 瀬 之 浦 上 公 民 館
瀬 之 浦 下 10:30〜10:40 瀬 之 浦 下 公 民 館
古 里 10:50〜11:00 古 里 公 民 館
松 ヶ 根 11:10〜11:15 松 ヶ 根 公 民 館
寺 山 13:30〜13:40 寺 山 公 民 館
新 町 13:50〜14:10 コミュニティ新町

浜 14:20〜14:30 浜 公 民 館
本 町 14:40〜14:50 本 町 公 民 館

4月17日
（木）

山 下 馬 場 9:00〜 9:20 新 城 公 民 館
遠 矢 9:30〜 9:50 遠 矢 公 民 館
波 留 10:00〜10:30 波 留 公 民 館
高 松 10:40〜10:50 高 松 公 民 館
上 野 11:00〜11:10 上 野 公 民 館
大 丸 11:20〜11:30 大 丸 公 民 館
倉 津 13:30〜13:40 倉 津 公 民 館
遠 見 ヶ 岡 13:50〜14:00 猿楽辰美宅前付近
佐 潟 14:10〜14:20 佐 潟 公 民 館

潟 14:30〜14:50 潟 公 民 館

【	畜犬登録及び狂犬病予防注射日程表	】

昨年は台湾で狂犬病が発生しました。屋内外での飼育

を問わず、予防注射の接種が必要ですので、皆さまのご

協力をお願いします。また、登録内容に変更のある場合

や犬が病気などで注射を受けられない場合などありまし

たら、市役所保健予防係までご連絡ください。

愛犬家の皆さまへ

狂犬病予防注射料金が

３,４００円に改定されます

○狂犬病予防注射料金

注射料金 １頭　3,400円

登録料金
１頭　3,000円
※生涯に１回

※飼い犬は、必ず登録しましょう。

◎問い合わせ先
健康増進課　保健予防係

☎０９９６－７３－１２２８（直通）

☎０９９６－７３－１２１１（代表）　内線１４５７

写真：モコ ３歳♂

平成２６年

４月１日から
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薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
の
平

成
25

年
第
４
回
定
例
会
に
お
い

て
、
平
成
24

年
度
の
当
組
合
歳
入
歳
出

決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

歳
入
（
収
入
）
に
つ
い
て
は
、
10

億

７
千
253

万
８
千
円
で
、
歳
入
の
主
な
も

の
は
各
市
町
か
ら
の
負
担
金
、
地
方
交

付
税
お
よ
び
使
用
料
な
ど
で
す
。

歳
出
（
支
出
）
に
つ
い
て
は
、
10

億

４
千
107

万
５
千
円
で
、
歳
出
の
主
な
も

の
は
、じ
ん
か
い
（
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
）

処
理
、
し
尿
処
理
す
る
た
め
の
経
費
で

あ
る
衛
生
費
、
組
合
の
借
金
返
済
に
充

て
ら
れ
る
公
債
費
、
介
護
保
険
の
認
定

審
査
業
務
の
経
費
で
あ
る
民
生
費
、
圏

域
（
２
市
１
町
）
の
振
興
整
備
の
事
業

推
進
に
使
わ
れ
る
振
興
整
備
事
業
費
、

議
会
費
お
よ
び
総
務
費
で
す
。

北

⎧
┃
⎨
┃
⎩

衛生費

５億6,250万４千円

振興整備事業費

　　275万円

議会費

　　 82万３千円

公債費

３億3,825万９千円

民生費

5,972万８千円

総務費

7,701万１千円
諸収入

1,962万６千円

使用料及び手数料

2,328万５千円

財産収入

275万円

繰越金

3,242万３千円

地方交付税（注）

２億1,307万５千円

分担金及び負担金

７億8,137万９千円

総務費 介護保険事業費 じんかい処理費 し尿処理費リサイクル処理費 公債費 その他

８５８円 ６６６円 ３，６５７円 １，６７１円９４２円 ３，７７１円

返　済

４０円

平成24年度決算状況

（注）地方交付税…起債償還に充当される国からの財源措置分

住民１人当たりに使われた金額　　１１，６０５円

（平成２５年９月末人口で算定）　　人口８９，７１０人

　 歳　入　　　　　歳　出　　　　 繰越金
1,072,538千円　－　1,041,075千円　＝　31,463千円

【内訳】

阿久根市負担金

出水市負担金

長島町負担金

1億9,329万8千円

4億5,638万6千円

1億3,169万5千円

歳　出 歳　入

エコ太くん

リサ子ちゃん

歳　出

10億4,107万５千円

歳　入

10億7,253万８千円

北薩広域行政事務組合だより

北薩広域行政事務組合環境
センター

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
だ
よ
り

平
成
24
年
度
決
算
状
況
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　 ら し の 情 報 く s「募集」「イベント」「相談」など、皆さまの暮らしに役立つコーナーです

消
費
生
活
情
報

（
電
話
回
線
契
約
）

最
近
、「
電
話
を
光
回
線
に
変
更
し
ま
せ

ん
か
」
と
電
話
や
訪
問
販
売
で
勧
誘
を
受
け

た
と
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
光

回
線
に
す
る
と
電
話
料
金
が
安
く
な
る
」「
今

な
ら
工
事
費
が
安
く
な
る
」
と
お
得
感
を
う

た
っ
て
勧
誘
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

光
回
線
は
便
利
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
電

話
回
線
の
契
約
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制

度
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
本
当
に
必
要
な
の

か
、
通
話
料
以
外
の
料
金
体
系
は
ど
う
な
る

の
か
等
、
十
分
に
考
慮
・
確
認
し
て
判
断
し

ま
し
ょ
う
。
困
っ
た
と
き
に
は
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
商
工
観
光
課
）

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１
（
代
表
）

（
内
線
１
４
６
０
）

店
内
に
展
示（
実
演
）

　
　
　
　し
て
お
り
ま
す

煙
突

燃料（鋸くず）

マ
キ
、
煉

炭
の
焚
口

のこく
ず君

　　
０円のこく
ず君

　　
０円

自
動
車
の
移
転
登
録
・
抹
消
登
録
の

手
続
は
確
実
に
Y

自
動
車
税
や
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
で
車
検
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
所

有
者
ま
た
は
使
用
者
に
納
め
て
い
た
だ
く
税

金
で
す
。

そ
の
た
め
、
自
動
車
を
下
取
り
に
出
し
た

り
、
廃
車
し
た
場
合
で
も
、
移
転
登
録
や
抹

消
登
録
が
済
ん
で
い
な
け
れ
ば
、
い
つ
ま
で

も
元
の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
に
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

手
続
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、
早
め

に
必
要
な
手
続
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

・
普
通
自
動
車
は
鹿
児
島
運
輸
支
局
登
録
部

門
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
８
９

・
125
㏄
を
超
え
る
二
輪
車
お
よ
び
軽
自
動
車

は
鹿
児
島
県
軽
自
動
車
協
会
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
９
９
（
２
６
１
）
４
０
１
１

・
125
㏄
以
下
の
原
動
機
付
自
転
車
、
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
は
、
市
役
所
税
務
課
課
税
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
０
３
（
直
通
）

久
根
う
に
丼
祭
り
は
４
月
19
日
㈯
〜
５
月
18
日
㈰
開
催
！

阿

固
定
資
産
の
縦
覧
・
閲
覧
を

開
始
し
ま
す

■
土
地
（
家
屋
）
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

◇
期
間
　
４
月
１
日(

火)

〜
４
月
30
日(

水)

◇
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
※
た
だ
し
、
土
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

◇
場
所
　
税
務
課
　
固
定
資
産
税
係

◇
縦
覧
で
き
る
範
囲

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、
本
人
の
資
産

の
評
価
が
適
正
か
ど
う
か
確
認
で
き
る
よ
う

に
「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」「
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
」
に
よ
り
類
似
す
る
土
地
、
家

屋
の
評
価
額
と
比
較
で
き
ま
す
。

・
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
記
載
事
項

所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
評
価
額

・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
記
載
事
項

所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面

積
、
評
価
額

※
個
人
情
報
保
護
の
た
め
、納
税
義
務
者
名
、

登
記
名
義
人
名
は
記
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

縦
覧
は
こ
の
期
間
中
に
限
り
無
料
で
す
。

■
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
は
、
本
人

の
「
課
税
台
帳
」
を
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、

借
地
人
や
借
家
人
は
、
そ
の
対
象
部
分
の
み

閲
覧
で
き
ま
す
。

な
お
、
閲
覧
は
縦
覧
期
間
中
に
関
わ
ら
ず

い
つ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
が
、
期
間
中
は
無

料
、
期
間
外
は
有
料
と
な
り
ま
す
。

■
宅
地
の
標
準
的
な
価
格
の
閲
覧

路
線
価
図
（
市
街
地
）
に
お
い
て
、
標
準

宅
地
の
所
在
を
公
開
し
、
そ
の
価
格
を
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
　

ま
た
、
標
準
宅
地
の
価
格
を
記
載
し
た
一

覧
表
も
無
料
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

※
縦
覧
、
閲
覧
に
際
し
て
の
お
願
い

縦
覧
等
で
お
越
し
の
際
は
、
本
人
確
認
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
印
か
ん
と
お
手
持
ち
の

納
税
通
知
書
、
課
税
明
細
書
（
平
成
26
年
度

納
税
通
知
書
と
課
税
明
細
書
は
４
月
中
旬
に

送
付
予
定
）
ま
た
は
、
運
転
免
許
証
等
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
代
理
人
が
縦
覧
さ
れ
る
場
合
は
、

委
任
状
お
よ
び
代
理
人
本
人
を
確
認
で
き
る

身
分
証
明
書
が
必
要
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

固
定
資
産
税
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
０
４
（
直
通
）

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１
（
代
表
）

（
内
線
１
４
４
５
・
１
４
４
６
）

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
の

ご
案
内

銃
砲
や
刀
剣
な
ど
は
、
原
則
所
有
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
骨
董
品
な
ど
と
し
て

価
値
の
あ
る
銃
砲
や
刀
剣
な
ど
は
、
県
教
育

委
員
会
で
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
所
持
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
審
査
会
が
、
次
の

と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

◇
審
査
日
時
（
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）

※
午
後
２
時
30
分
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
平
成
26
年
５
月
13
日
㈫

・
平
成
26
年
７
月
８
日
㈫

・
平
成
26
年
９
月
９
日
㈫

・
平
成
26
年
11
月
11
日
㈫

・
平
成
27
年
１
月
13
日
㈫

◇
審
査
会
場
　
鹿
児
島
県
青
少
年
会
館

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
１
ー
８

☎
０
９
９
（
２
５
７
）
８
２
２
６

※
問
い
合
わ
せ
先

県
教
育
庁
文
化
財
課
　
指
定
文
化
財
係

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
５
３
５
５
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　 ら し の 情 報 く s阿久根市役所☎0996-73-1211（代表）	s三笠支所☎0996-75-0002	s大川出張所☎0996-74-0001

環
境
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
を
変
更
し
ま
す

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
平
成
26

年
４
月
１
日
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

まちのイベント紹介

４月13日(日)
午前10時～午前12時
※入場無料です。

４月20日(日)
受付　午前８時～
※参加費は無料です。

阿久根市
総合体育館

【集合場所】
脇本地区公民館

阿久根ＲＣ40周年
渡辺知子一座
コンサート

第３回
花と歴史のウォーク

問い合わせ先

問い合わせ先

阿久根ロータリークラブ

☎0996-72-3611

三笠支所

☎0996-75-0002

阿久根ロータリークラブ創立40周年を記念

し、精神的、肉体的にハンディのある仲間と一

緒に音楽活動を行う渡辺知子一座のコンサート

が開催されます。渡辺さんと同一座、「音
おと

もだち」

とが一体となって奏でる生命の歌・トーク・和

太鼓演奏などをぜひお聴きください。

より多くの人にふるさとの歴史や美しい景色

を、ゆっくりと歩きながら体感してもらいたい

ということで始まった「花と歴史のウォーク」

が今年も開催されます。今回は、終了後に脇本

地区公民館で三笠中学校ＰＴＡによるバザーも

行われます。なお、雨天時は、ふるさとの歴史

講座を開催する予定です。

海
技
免
状
の
更
新
・
失
効
講
習

の
ご
案
内

次
の
と
お
り
海
技
免
状
の
更
新
・
失
効
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時
　
３
月
23
日
㈰
　
受
付
　
午
前
12
時

◇
場
所
　
北
さ
つ
ま
漁
協
　
２
階
会
議
室

◇
金
額
（
送
料
・
写
真
代
含
む
）

・
更
新
講
習
料
　
９
千
円

・
失
効
講
習
料
　
１
万
５
千
円

◇
持
参
品
　
更
新
ま
た
は
失
効
の
海
技
免
状

※
問
い
合
わ
せ
先
　
北
さ
つ
ま
漁
協
総
務
課

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
５
１
１

設

春

春弓

置
し
て
い
ま
す
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器

一
番
に
よ
る
海
難
防
止
強
調
運
動
を

実
施
中
で
す

の
市

木
野
区
の
た
け
の
こ
祭
り

住
宅
用
火
災
警
報
器
で
電
池
式
を
設
置
し

て
い
る
家
庭
で
は
、
交
換
目
安
よ
り
早
い
時

期
に
電
池
切
れ
な
ど
の
警
報
音
が
鳴
り
だ
す

場
合
が
あ
り
ま
す
。
不
具
合
が
生
じ
た
と
き

は
、
最
寄
り
の
電
器
店
ま
た
は
販
売
店
に
お

２
月
４
日
（
立
春
）
か
ら
３
月
21
日
（
春

分
の
日
）
ま
で
の
間
、「
春
一
番
に
よ
る
海

難
防
止
強
調
運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
南
か
ら
の
強
い
風
に
よ

り
、
過
去
多
く
の
海
難
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
気
象
海
象
情
報
に
留
意
し
、
安
全
運

航
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※
問
い
合
わ
せ
先

海
上
保
安
協
会
　
串
木
野
支
部

☎
０
９
９
６
（
３
２
）
２
３
６
２

毎
年
恒
例
『
春
の
市
』
が
、
次
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
。

◇
日
時
　
３
月
30
日
㈰
午
前
８
時
〜
午
後
６
時

◇
場
所
　
本
町
通
り

弓
木
野
区
民
が
総
出
で
釜
ゆ
で
し
た
タ
ケ

ノ
コ
な
ど
が
販
売
さ
れ
る
ほ
か
、
会
場
近
く

で
は
、
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
体
験
が
行
え
ま
す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
長
靴
を
準
備
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
地
方
発
送
も
で
き
ま
す
。

◇
日
時
　
３
月
30
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

◇
場
所
　
た
け
の
こ
の
里
（
弓
木
野
区
）

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
　
警
防
課
予
防
係

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
０
１
１
９

し
ろ
や
ま
会
の
桜
祭
り

農
産
物
の
６
次
産
業
化
を
目
指
す
「
し
ろ

や
ま
会
」
主
催
の
桜
祭
り
。
新
鮮
な
農
産
物

だ
け
で
な
く
、
で
き
た
て
の
パ
ン
や
惣
菜
、

お
菓
子
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

◇
日
時
　
４
月
６
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

◇
場
所
　
山
下
川
近
く
の
広
場（
山
下
馬
場
区
）

t
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
体
験

t
農
産
物
等
の
販
売

たけのこ祭り

しろやま会の桜祭り

た

し

【 使用料の改定 】
※平成26年４月１日から

現　 行 改　 定

500㎏まで500円 500㎏まで510円

500㎏を超える場

合は、500㎏ごとに

1,000円加算する。

500㎏を超える場

合は、500㎏ごとに

1,020円加算する。
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朗読ＣＤを入荷しました！
図書館には、紙の本だけではなく、耳から読
書を楽しめる朗読CDがあります。「細かい字が
読みにくくなった」「長時間の読書は疲れる」
という方には、朗読ＣＤがおすすめです。
この度、視聴覚コーナーで人気の『落語シ
リーズＣＤ』を多数入荷しました。充実した
コーナーをぜひご利用ください。

新刊案内
・『乱丸　上・下巻』	 宮本　昌孝（著）

気溢れる若者に成長した
森乱丸は、信長自らに請

われ、近習として仕えること
に。完成間近の安土城、天下
の頂点に立とうとする主君。
13歳の若武者の目に映じたそ
の姿と心の内とは…。

・『未刊行小説集』	 いとう　せいこう（著）
ーローの自意識に葛藤するイン
ディアナ・ジョーンズ。
六代目冥王右団次が語る、火星人
の歌舞伎「襲来」とは？ユーモアたっ
ぷりの単行本初収録小説11編。

・『パピプペポーおんがくかい』
かこ　さとし（著）

ぶたたちが一生懸命レンガを焼
いてつくった劇場で、「パピプ

ペポー音楽会」が開催されます。
マーチにお囃子、大管弦楽団、大
コーラスなど、ゆかいで楽しい演目
が続き、最後のプログラムは…？

・『注文の多い注文書』	 小川　洋子（著）
ナナフィッシュの耳石」「貧
乏な叔母さん」など５つの小

説に登場する品物の探索を、小川洋
子がクラフト・エヴィング商會に依
頼して…。
とっておきの共作全５編を収録。

図書館へ行こうY 市立図書館　☎0996－72－0607

開 館 時 間　午前９時～午後７時

才
こ

「バヒ

◆応募方法
郵送もしくはメールで、お便りをお寄せ

ください。氏名（ペンネーム可）・住所・

電話番号・年齢・性別・本紙へのご意見

やご要望などをご記入ください。なお、

掲載紙面の都合上、要約またはご紹介で

きない場合もあります。また、個人を特

定する情報は削除します。

◆応募先
〒８９９－１６９６

阿久根市鶴見町２００番地

｢阿久根市役所総務課

きいてよY阿っくんコーナー」まで
E-mail:info@city.akune.kagoshima.jp
※フリーメールアドレスは不可

☎０９９６－７３－１２０８（直通）

お
便
り

待
っ
て
る
よ
！

町区の築地です。昭和39年に行われた東京オ
リンピック聖火ランナーが市内を走ったこと

を記念して建立した、記念碑用のプレートを当時
父が市から発注を受けて作ったようなのですが、
その失敗作？のプレートを偶然、倉庫で見つけま
した。青銅製で頑丈なつくりです。これは珍しい
と思って投稿しました。

 （築地純人さん（本名））
銅製のプレート。見るからに重そうです。で
も、どうして失敗作だったのでしょうか。そ

ういえば、市の陸上競技場近くにある記念碑は逆
三角すいの形をしています。平たくて設置できな
かったからなのでしょうか。

新

青

コ
ー
ナ
ー

読者のお便り紹介

きいてよY

見つかった聖火台のプレートと愛犬と一緒に写る
投稿者の築地純人さん。

■投稿していただいた方に抽選で
「阿っくん」キーホルダーを
プレゼントします。
※なお、一度当選された方は、抽選対

象から外れますので、ご了承ください。

立
川
談
志
や
春
風
亭
柳
昇
の
『
落

語
シ
リ
ー
ズ
Ｃ
Ｄ
』
を
多
数
入
荷

し
ま
し
た
。
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※
送
り
仮
名
は
歴
史
的
仮
名
使
い
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

と
つ
ぜ
ん
に
身み

罷ま
か

り
給
ひ
し
娘
の
姑

尽
き
ぬ
名
残
り
の
香こ

う

を
た
む
け
ぬ 

野
村
　
克
江

初
陣
の
孫
は
矢
的
に
届
か
ね
ど

真
摯
な
姿
輝
き
て
見
ゆ 

谷
口
久
美
子

今
年
限
り
の
ひ
な
び
し
製
糖
工
場
に

早
春
の
甘
き
に
ほ
ひ
た
だ
よ
ふ 

有
田
イ
チ
エ

童
ら
の
は
し
ゃ
ぐ
声
か
と
出い

で
立
て
ば

莟
か
か
ぐ
る
白
梅
の
声 
別
府
　
義
明

春
寒
や
散
髪
を
ま
た
日
延
す
る 

藤
脇
ア
イ
子

ビ
ル
の
谷
大
寒
の
風
吹
き
ぬ
け
る 

川
畑
　
京
子

春
寒
の
暮
る
る
に
間
あ
り
庭
仕
事 

立
山
　
幸
子

春
寒
し
犬
の
散
歩
も
足
早
に 

弓
木
野
良
子

気き

分ぶ
ん

屋や

の
　
女か

房か

が
不ふ

貞て

寝ね

で
　
肴
し
お
け

無な

し 

大
田
盛
そ
ば

【
唱
】
煤す

す

け
嬶か
か

で
ん
　
や
さ
し
ゅ
し
ゃ
ん
せ

歌か

手し
ゅ

気き

分ぶ
ん

　
料じ

ゅ

い理
が
腐ね
ま

っ
ち
　
女か

房か

が
叱が

っ 

新
福
　
神
舞

【
唱
】
風ふ

呂ろ

ん
中な
か

で
長な
が

々な
が

唄う
た

っ
で
じ
ゃ
が

先
月
号
の
脇
本
小
山
田
楽
の

特
集
記
事
の
取
材
で
、
衣
装
の

脚
絆
や
手
甲
を
無
償
で
縫
っ
て

く
れ
た
古
里
区
の
女
性
の
話

や
、
脇
本
小
Ｏ
Ｂ
の
新
村
時
義

さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
付
だ

け
で
な
く
、
遺
言
で
多
額
の
寄

付
を
さ
れ
た
方
が
お
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
な
ど
、
多
く
の
先
輩

た
ち
の
郷
土
を
想
う
心
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
、
実
に
感
慨
深

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
折
、
脇
本
馬
場

区
で
文
房
具
店
を
営
ん
で
い
た

故
中
村
正
志
さ
ん
の
ご
家
族
か

ら
、
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た

大
切
な
商
品
を
、
小
・
中
学
校

で
役
立
て
て
ほ
し
い
と
無
償
提

供
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

（
寺
園
）

人のうごき
２月28日現在
（　）は前月比

人　口
22,545人
（－12人）

男
10,588人
（－12人）

女
11,957人
（±0人）

世帯数
10,478世帯
（－13世帯）

出 生	 13人
死 亡	 38人
転 入	 53人
転 出	 40人

う
ぶ
ご
え

※
敬
称
略

お
く
や
み

※
敬
称
略

謹
ん
でお悔

や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

中
村
　
嵐
あ
ら
し

　
　
祐
　
喜
（
山
下
馬
場
）

桐
野
　
泰た
い

斗と

　
良
　
太
（
上
　
原
）

井
上
來く

瑠る

実み

　
信
　
一
（
槝
之
浦
東
）

新
地
　
美み

空そ
ら

　
健
一
郎
（
桐
野
下
）

櫁
柑
　
結ゆ
い

那な

　
幸
一
郎
（
大
　
丸
）

樫
八
重
俊
し
ゅ
ん

矢や

　
　
聡
　
（
槝
之
浦
東
）

植
村
　
一い
ち

翔と

　
翔
　
平
（
上
　
野
）

竹
之
内
悠ゆ
う

太た

　
慶
　
司
（
上
　
野
）

原
　
　
吏り

穏お
ん

　
大
　
介
（
的
　
場
）

本
村
　
一
雄
84
（
羽
　
田
）
ト
　
ミ

田
上
ス
ミ
子
92
（
小
　
漉
）
　
護

迫
田
　
富
夫
83
（
弓
木
野
）
ツ
ミ
子

児
玉
　
久
夫
70
（
桑
原
城
上
）
タ
キ
子

白
肌
　
留
市
99
（
弓
木
野
）
　
正

中
村
　
チ
ヨ
82
（
　
町
　
）
千
鶴
子

田
上
フ
ヂ
エ
85
（
桑
原
城
下
）
倉
津
澄
子

松
田
　
政
雄
86
（
　
浦
　
）
和
　
子

花
田
　
チ
ミ
83
（
　
潟
　
）
宇
都
國
治

牛
ノ
濱
チ
ミ
95
（
牛
之
浜
）
善
　
庄

石
坂
　
勇
　
89
（
大
　
丸
）
利
　
枝

濵
﨑
ツ
ル
ヱ
97
（
牛
之
浜
）
熊
　
一

松
下
　
直
哉
92
（
大
　
林
）
ハ
ル
ミ

新
坂
上
り
つ
子
52
（
槝
之
浦
西
）
大
漉
洋
和

藤
園
キ
ク
ヱ
105
（
馬
見
塚
）
紀
　
子

大
下
本
松
夫
94
（
大
　
下
）
マ
ツ
ヨ

德
田
ハ
ル
子
74
（
木
佐
木
野
）
利
　
則

新
町
ハ
ツ
子
83
（
新
　
町
）
茂
　
人

尾
塚
タ
ケ
ノ
103
（
大
　
丸
）
要
　
子

福
浦
ナ
ツ
ヱ
90
（
黒
之
浜
）
江
口
勝
重

大
河
孝
太
郎
84
（
　
段
　
）
フ
ヂ
子

増
田
チ
ヨ
ノ
82
（
　
段
　
）
正
　
一

久
保
キ
ヌ
エ
77
（
新
　
町
）
早
水
久
子

𥱋
瀬
　
　
夫
95
（
中
　
村
）
秀
　
樹

横
手
　
俊
彦
77
（
横
　
手
）
美
　
好

蒔
内
　
賴
子
87
（
桐
野
下
）
一
　
行

寺
地
千
代
子
61
（
牧
　
内
）
　
守

神
川
　
力
　
88
（
古
　
里
）
ヨ
シ
子

鶴
崎
　
セ
ツ
83
（
新
　
町
）
　
榮

宮
原
　
渉
　
90
（
宮
　
原
）
ヨ
　
セ

若
松
キ
エ
ノ
88
（
上
　
野
）
光
　
志

川
畑
　
住
恵
92
（
　
潟
　
）
周
　
二

　
氏
　
名
　
年齢
（
区
　
名
）
代
表
者

　
氏
　
名
　
　
保
護
者
（
区
　
名
）

健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

み
ん
な
の
う
た

《
阿
久
根
短
歌
会
》

《
阿
久
根
俳
句
会
》

題　

 

「
春　

寒
」

題　
「
気　

分
」

《
薩
摩
狂
句　

阿
ん
文
旦
会
》

▲２月10日、故中村正志さんのご家
族より、小・中学校で役立ててほし
いと多くの文房具類の提供がありま
した。
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月は、桑原城下区で牛を育てて50年。

趣味で育てた自宅庭の鉢植えの梅の見

物客を、優しい笑顔と心でもてなす元気な

ご夫婦、赤坂五一さん（右）と早子さん

（左）を紹介します。

五一さんが、40年近くかけて接ぎ木した

庭一面の鉢植えの梅は65鉢あり、紅やピン

ク、白、しだれなど種類も豊富。毎年、２

月中旬ごろが見ごろで、今年は昨年に引き

続き、県内外から600名を超す見物客が訪

れました。

「最近、娘に梅の図鑑を買ってもらった

ところ、自分の育てている花のことが分

かっただけでなく、知らない品種がたくさ

ん載っていました。おかげで見ているうち

に、新しく接ぎ木したいという思いがどん

どん湧いてきました」と話す五一さん。来

年がまた、ますます楽しみです。

今

◇阿久根へひと言：

飼料などで牛を育てるのは経費

がかかり、重労働で大変だとは

思うが、昔と比べて助成金が多

く、育てやすくなっている気が

する。もっと畜産農家が増えて

もいいのにと思う。

者元気
モン

アクネの

ＦＲＥＳＨ ＳＭＩＬＥ
フレスマ プラス

＋
桑原城下区のご夫婦

赤
あ か

坂
さ か

五
ご

一
い ち

さん(78)

早
は や

子
こ

さん(70)

t
「
一
人
で
も
多
く
の
お
客
さ
ん
に
見
て
も
ら
え
る

こ
と
が
何
よ
り
う
れ
し
い
」
と
話
す
お
二
人
。

日
替
わ
り
ラ
ン
チ
や
弁
当
も
出
来
ま
す

本
の
好
き
な
方
い
っ
ぱ
い
有
り
ま
す

モーニングセット

阿久根市塩鶴町1-89
（店主）岩崎一男

ソフトパン・サラダ・果物・つまみ・たまご棒・有機栽培コーヒー

500円

▲花つきを見る赤坂五一さん。▲市外から訪れた見物客。 ▲庭の寒緋桜にもお客さんが。


